聖マリアンナ医科大学病院で静脈奇形の診断で治療を受けた方およびご家族の方へ
研究課題「疼痛を伴う静脈奇形に対するポリドカノールフォーム硬化療法後の予後マーカーとしての早期疼痛反応：後ろ向きコホート研究」へご参加のお願い
本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。

（1）研究課題名
疼痛を伴う静脈奇形に対するポリドカノールフォーム硬化療法後の予後マーカーとしての早期疼痛反応：後ろ向きコホート研究
（2）実施責任者
放射線診断・IVR学講座　講師　和田慎司
（3）研究の目的
静脈奇形は、体に痛みを引き起こすことのある生まれつきの血管の病気です。この病気に対して「硬化療法（お薬を注射して血管を小さくする治療）」を行いますが、治療の後に痛みがどれくらい軽くなるか、またその効果がどのくらい長持ちするかは、患者さんによって様々です。そのため、1回目の治療を行った直後の受診時に、「今後の見通し（追加の治療が必要になるか、経過観察でよいかなど）」を予測することは、治療計画を立てる上で非常に重要となります。本研究では、1回目の治療から2ヶ月が経った時点での痛みの和らぎ具合（患者さんご自身の評価）が、最終的な治療全体の効果（その後の痛みの改善度）を予測するための重要な手がかり（予後マーカー）になるかどうかを検証することを目的としています。
（4）研究対象について
   2015年4月1日～2026年6月30日の間に当院で静脈奇形に対し硬化療法を受けた方が対象となります。
（5）研究実施期間
   承認後～2028年3月31日
（6）抽出項目
年齢、性別、身長、体重、既往歴、バイタルサイン、症状、家族歴、血液検査(血算、TP、ALB、BUN、Cre、UA、CRP、PT、APTT、Fib、Dダイマー)、画像所見(MRI、CT、US、透視、血管造影) 
（7）プライバシーの保護について
この研究では個人を特定できるような情報は一切登録されません。
（8）研究結果の公表について
　研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
（9）本研究への参加を希望されない場合下記までご連絡ください。
　この調査の対象となられる方で、ご自分あるいは御家族の情報を登録したくない場合は、　2027年3月31日までに下記連絡先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。 
（10）問い合わせ先・相談窓口　　 　 
聖マリアンナ医科大学　
放射線診断・IVR学講座
医局内線番号：3442
住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表)   
担当医師：和田慎司、蛭間弘光
対応時間：9：00 ―17：00（平日のみ）

